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｢ 犬 ヒ猫 ヒ 人間 と 2 ｣

ダイジ ェ ス ト上映会& 監督ト ー

ク

仙台市布属活動サポ ー トセンタ ー

6 F セミナ ー ホ ー ル ( 定員1 2 0 人)

1 8 :3 0 ～ 2 0 :0 0 入場無料 * 要予約 メ ー ル又 は電話にてお申込下さい ｡

7 月 2 0 [】( 日) ～ 仙台フ ォ ー ラム に て上映予定 ｢犬と猫と人間と 2 J の 上映を前に ､

名取市在住の宍戸監督をお迎えしてダイジ ェ ス ト版上映会& 監督ト ｢ クを行います｡
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r 犬ヒ嶺ヒ人間と 2 J イ ン ト ロ ダクシ ョ ン

東日本大震災では多くの人々 ､ 犬や猫などの動物たちが被災 しました ｡

しかし被災した動物の致は自治体でも把握しきれて い 麦せん｡ 今尚僕

達活動が行われて い ますが､ 私た引 こはその現状を知 ることさえ難し

い のです ｡ 津浪で愛犬を失 っ た夫婦が ､ 喪失を受け止め てゆく長い道

のり｡ 生き延びた男性と野良猫が再会 し､ 次第に家族とな っ て い く姿 ｡

原発事故に顧弄され る福島で は ､ 取り残された犬や描を待 っ て いた苦

難が今も続き､ 飼主やボラ ンテ ィ アの 人々の複雑な思 いが交錯します ｡

残された の は犬や猫だけで はありません ｡

被ばくした牛たちを生か すべ きか否か ､ 畜産農家とボラン テ ィ アの

人々が立喝を越えて瞭矧 こ立ち向かう妾を過して ､ い の ちの 意味を問

うていきます｡

や まゆり フ ァ
ー ムパネル展

(仙台市民焉勒サホ
ー トセ ンタ ー 5 芦交流 サロ ン展示ス ペ ー ス)

項矧閲は ツ ホ ー トセ ン タ ー の額 現時間 に 準じます
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犬 と 持 と 人 間 と Z J 監督｡

宍戸大裕さん
し し ど だ い す け

1 9 8 2 年 ､ 宮 坂県 仙 台市 生 まれ ｡ 宮 城 窮各 玖村 紛 阻

福 祉関 保 の N P O 望】秩 を経 て ､ 現 存l壬恢 像 製作 に 拭わ る｡

学 生時 代 ､ 本件 ブロ デュ
ー

サ 【飯田 碁喝 氏寄主催 の 映

像 サ ー ク ル
｢
風 の 払 いJ に 参加 ｡ 過 去作 & に ､ 葛尾 山

トン ネ ル開 発…十重 と . それ に 反 封 する住 民 に よ る白闇

儲 盗運 動 の 資を 追 っ た ドキ ュ メ ン タ リ
ー
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二 十四 年 日の 記 憶J が あ る

▲ ､ A ､ ▲ / 一息 / ▲ ∴

｢ やまゆりフ ァ ー ム ( 旧フ ァ ー

ム ･ ア ル カデ ィ ア) J は ､

政府の指示により強制された警戒区域内の牛の額処分を認めない畜産

農家と､ 動物の い のちを守りたい と願う個人の有志が協力 し合い運営

しいるボランテ ィ ア団体です｡ 食肉に戻すこ とを巨的とするのでlまな

く ､ 終生開基 ･ 経過朝腰 をは じめと して ､ 区域内に生きる動物たち を

保護して いく こ とを目指 し､ 現在浪江町の ｢ 希望の牧囁J の 一

角を借

りて 活動を拭けて い ます ｡

原発睾放か ら 2 年間の道のりを紹介する約 2 0 点の パ ネルを展示｡

深刻な放射能汚染の 中取り残された動物たちは ､ 私た ち一人
一 人に生

と死､ 希望と絶望を問い かけて きます ｡

家康 ､ 友人､ 大切な 方もお誘い 合わせの 上是非こ覧下さ い ｡

主 催 ･ 核 問 題 を 観 る 余
間合せ ･ 申込http ://i n u n ek o nin 9 e n2 s e nd ai . w o rdp re s s .c o m / メ

ー

ルkak u w o m ir u @ e x cite .c o Ljp 電話08 0
- 4 51 5 - 1 7 44 (詳密)




